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令和４年２月の行事予定

２日（水） 総合まとめ（午後３限） ９日（水） 第６回漢字テスト

３日（木） 建国記念の日講演(５限まで) １４日（月） 学年末考査発表

４日（金） 第３回漢字検定 １５日（火） 百人一首大会

６日（日） 第３回英語検定１次 １９日（土） 第３回数学検定

７日（月） 常任委員会（９日：総務委員会） ２１日（月） 学年末考査（～２５日）

８日（火） 頭髪服装指導 ２８日（月） 大掃除

卒業研究に取り組みます

中学校卒業を目前に【卒業研究】と題して各自の課題探求を始めました。これまでの学校生活の中

で様々な課題に向き合い学習してきました。テーマとして地場産業や自国文化理解、職業調べ、進路

研究などに取り組んできました。これらの経験を基にして、各自が興味のある課題について研究して

いきます。大学生になると、形式や文字数などまちまちですが、ほとんどのゼミで卒業論文に取り組

みます。卒業論文とは、各々がテーマを決め、大学在学期間を駆使し研究したことをまとめる課題で

す。今回の【卒業研究】を取り組むにあたり、自分が興味関心のある分野を見つめ直すことも今後の

進路決定をしていく上では重要な要素となります。充実した研究となるよう、３月の発表会に向けて

取り組みましょう。明日から２月です

年が明けて年度末までは時間の経過が早く感じることがあります。【一月往ぬる二月逃げる三月去る】

と言われるほどです。まさにその一月が終わります。そして卒業式まであと７週間となりました。やるこ

とが多く、あっという間に過ぎ去ってしまう時間。過ぎゆく時間は二度と戻ってくることはありません。

１日１日を有意義なものにするためにも、なんとなく過ごすのではなく、目的意識を持つことが大切で

す。

スクールライフを読んでいて「何もすることがなかった。」と書かれていることを稀に見かけます。こ

の言葉を目にする度に「この人は誰かからやることを与えられるのを待っているのだろうか」と感じてし

まいます。もちろん宿題など与えられるものもありますが、ふとした自由な時間に何をするのか。趣味に

費やす人もいるでしょう。読書をして見聞を広める人もいるでしょう。スポーツをして体を鍛える人もい

るでしょう。時間の使い方は人それぞれです。ただ、その時間の使い方によって、その人の個性であった

り人柄が確立していくのではないでしょうか。

月単位・週単位・日単位、どれでも構いません。時間ができたら取り組みたいことリストのようなもの

があると、「何もすることがなかった」なんてことは無くなりますし、好きなことをしている時間は幸せ

ですよ。ただし、やるべきことをやってからにしましょう。

第４回実力テストを終えて

１月１３､１４日に中学校最後の実力テストが実施されました。ほとんどの教科が中学校で学習してき

た全範囲からの出題でした。言い換えれば、高校入試を行ったこととほぼ等しいです。今回の結果を受

けて、忘れてしまっている分野や苦手としている教科としっかり向き合いましょう。まさに先週、皇學

館高校の入学試験が実施され、その入試を突破してきた人たちと４月から協力したり競い合ったりして

いきます。スタート段階から一歩も二歩も前を進んでいけるよう、手を施して入学式を迎えましょう。
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満点者

淺原・宇城・中山采・中山翔・西尾・

藤田・山中

伊藤・上野・金森・楠木・小林・

榊原・武岡・中北・中村・山本・

若林
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国語 社会 数学 理科

S講座 αβ講座 学年 S講座 αβ講座 学年 S講座 αβ講座

平均点 76.8 46.2 59.0 51.5 34.9 58.9 76.8 60.1

最高点 95 73 91 100 63 91 91 85

英語 

第５回英単語テストを終えて

私事ですが、昨年から家族での会話において英語を使う機会が増えました。相手が話している内容

は理解できるのに、こちらが言いたいことが言えない場面が多々あります。そこで今更ながら英語の

勉強をしています。ましてやこれからの時代、みんなは英語を避けては通れないはずです。いきなり

完璧な英語を話す必要はありません。ちょっとした場面で「英語ならなんて言うんだろう」など考え

たりして、英語に触れる時間を増やしてみてはいかがでしょう。


